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　今年で３０周年を迎える小平市シルバー人材セ
ンターについて、ご紹介します。

　　　　　  小平市シルバー人材センター
〒１８７－００３１　小川東町４－２－１
小平元気村おがわ東内　�０４２（３４４）２１２０・２１０８
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　平成元年に小平に引っ越して来まし
た。娘は大学受験、わたしは編集プロダ
クションの仕事で毎日神保町まで通い、
近所との接点は自治会のごみ置き場の掃
除当番くらいでした。

　わが家の小さな修理をシルバー人材セ
ンターにお願いしたのがきっかけで、地
域に知人を作りたいと思い、わたしもシ
ルバー人材センターに登録しました。趣
味と実益を兼ねた好きな編集・制作の仕
事で、地域を知り、さまざまな方とのす
ばらしい出会いに感謝しています。

　定年退職後、働きながら地域社会にな
じむため入会しました。その後、法令で
シルバー人材センターに安全就業推進員
を置くこととなり、嘱託職員の立場で就
き、会員の安全就業対策に足かけ８年
務めさせていただきました。現在は再び
会員として、市報のボックス配布、シル
バーガイドで、元気に、楽しく人生をお
う歌し、傘寿、いまだ青春の意気に燃え
ています。

　今まさに高齢
社会を迎えてい
ます。この現実
から逃れるすべ
はありません。
ならば、経験豊
富な家事・育児
の体験を活し
て、元気でいつ
までも若々し
く、ボランティ
ア精神を持って
喜びと感謝を忘
れず、心豊かに
生きてゆく。そんな老後を、シルバー人
材センターの会員になって、わたしたち
といっしょに働いてみませんか。
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沖順子さん（花小金井在住） 加藤俊彦さん（小川町在住） 海老原正子さん（大沼町在住）
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